
⾬の⽇の「⾳の壁」をなくし，
視覚障害者の安全な外出を⽀援する

⼤阪 Cチーム

イントロダクション

視覚障害者は，

移動時の空間認知を聴覚 で補う．

⾬⾳ はその前提を全て崩す．

必要な⾳が聞こえない

89％

⾬⾳が視覚障害者の歩⾏に及ぼす影響

⾞の⾛⾏⾳が
聞こえない

信号の⾳が
聞こえない

上⽥⿇理，⾼⽥正幸，岩宮眞⼀郎，豊⽥信之︓⾬⾳が視覚障害者の歩⾏に及ぼす影響．⽇本⾳響学会，2006．

ロービジョン者
（弱視）

164万⼈

外出に不安を抱える視覚障害者

視覚障害者
（障害者⼿帳保持者）
31.2万⼈

事故経験あり

47.2％

安部信⾏，橋本典久．視覚障害者の歩⾏環境整備のための歩⾏事故全国調査．⼋⼾⼯業⼤学紀要，24︓81–92，2005．



ユーザー調査
視覚特別⽀援学校でのアンケート調査（n=27）

⾬の⽇の外出に危険を感じる

100％
登校の安全が確認出来ない場合

⼤⾬ ＝ 臨時休校

視覚障害者にとって解決すべき社会的課題

既存の解決策
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ビニール傘
安いが⾬⾳が⼤きい

レインコート
傘より静か
蒸れ/着脱に課題

ノイズキャンセルイヤホン
⾬⾳は減少するが
必要な環境⾳も減少

サイレントアンブレラ
静⾳効果は⾼いが⾼価 静⾳効果が⾼く

安価に⼿に⼊る製品は

存在しない

我々が提案する解決策

静⾳傘カバー

既存の傘に装着して、⾬の衝撃⾳を抑える

アタッチメントタイプ
検証結果 弱い⾬ やや強い⾬ 強い⾬

ビニール傘 55.2dB 73.6dB 90.5dB

カバー付 44.3dB 62.7dB 78.3dB

プロダクト

ü 既存傘に被せるだけ
ü ストラップで固定（⼯具不要）
ü 装着したまま収納が可能

低コストで静⾳化を実現



メーカー
（OEM）

当事者
（視覚障害者）

チームＣ
（販売主体）

視覚特別⽀援学校
福祉施設

障害者⽀援団体

製品の流れ
⾦銭の流れ

ビジネスモデル 市場規模

SOM
2億円

TAM
49.2億円

SAM
9.4億円

価格︓3,000円で算出

TAM︓ロービジョン者 164万⼈

SAM︓視覚障害者 31.2万⼈

SOM︓⾬の⽇に外出が必要な
視覚障害者 6.8万⼈

ロードマップ
実証・量産・⾃治体導⼊までを⾒据えた3年計画

試作v1–v2

室内/模擬降⾬の⾳響評価

当事者共創で仕様確定

意匠・実⽤新案/特許出願

⾬天フィールド実証

耐久・撥⽔・安全性試験

量産設計・原価最適化

⾃治体要件の整理

量産⽴上げ

販路拡⼤

⾃治体導⼊の実装

ラインナップ拡張

〜1年 〜2年 〜3年

チームメンバー
医療・リハビリの専⾨性 × プロダクト開発

作業療法⼠
⾃⽴⽀援の観点で仕様を設計
ユーザビリティ評価を主導

神尾 昭宏
（森之宮病院）

視能訓練⼠
視覚障害の特性理解に基づく設計
当事者/⽀援者ヒアリングを主導

鍋城 樹⼦
（眼科杉⽥病院）



Call to Action

⾬の⽇の安全な外出を“当たり前”にするための実証パートナー募集

実証フィールドの協⼒体制は構築済
（視覚特別⽀援学校）

性能評価に必要な⾳響 の専⾨家を募集しています


